
【図表６】リスク評価とそれを踏まえたリスクに対応する手続

リスク評価手続

企業及び企業環境、適用される財務報告の枠組みを理解

（最終的なリスク評価の際には、内部統制システムも考慮）

重要な虚偽表示リスク

財務諸表全体レベルの重要な虚偽表示リスク

リスク対応

全般的な対応

財務諸表項目（アサーション）レベルの重要な虚偽表示リスク

＋不正リスクによる場合

企業が想定しない要素の組み込み

運用評価手続

実証手続

重要な取引種類等の場合、必ず実施

２つのケースでは、必ず実施

＋不正リスクによる場合

より十分で適切な監査証拠を入手

運用評価手続

実証手続

＋特検リスクによる場合

運用評価手続は

当年度に必ず実施

実証手続は、

リスクに個別に対応

詳細テストを

必ず含める

リスク対応手続

経営者による内部統制の無効化リスク

３つの手続

リスク対応


